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自己紹介

大学生のメンタルヘルスに従事する精神科医

（臨床は学生支援センター）

専門はフランスの精神医学、精神病理学

特に、大学生に増加している青年の「社会的不適応」
「ひきこもり」などを対象にしている

フランスにおける「ひきこもり」を診療・研究

（研究は兼任している総合保健体育科学センターで）



フランスのマスメディアで取り上げられた古橋
の活動

LE QUOTIDIEN DU MEDECIN.fr
（2019年3月7日）

DERNIÈRE NOUVELLES
D’ALSACE
（2019年2月24日）

DERNIÈRE NOUVELLES
D’ALSACE
（2019年3月2日）



https://www.france
tvinfo.fr/replay-
radio/francais-du-
monde/francais-
du-monde-le-
fleau-des-
hikikomoris-
envahit-le-
japon_3257935.ht
ml

フランスのマスメディアで取り上げられた古橋
の活動

Radio France
（2019年4月14日）
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デンマークのマスメディアで取り上げられた古橋の活動

Weekendavisen（2021年6月22日）



朝日新聞（2019年6月13日 朝刊）

朝日新聞デジタル（2019年6月13日）

日本のマスメディアで取り上げられた古橋の活動



産経新聞（2019/09/20）

日本のマスメディアで取り上げられた古橋の活動

https://www.sankei.com/article/20190924-J3KYIJPWYBKPZGHZ6UHDXEAEIM/



ニューズウィーク日本版
（2021年11月23日号）

日本のマスメディアで取り上げられた古橋の活動



症候群としての「ひきこもり」
「タンギー症候群(Syndrome Tanguy)」

・ 2001年にフランスで大ヒットした映画「TANGUY」の主人公タ
ンギーにちなんだ「タンギー症候群」

・ 28才の青年タンギーが、母親の「いつまでも自宅にいてもい
いのよ」という願望を読み取って、自宅に居続けたという物語

・ 成人すると自律的な選択が可能になると考えられていた20
世紀の言説

・ パラサイトシングルのような現象がフランスに現れてきたこと
が意外な現象として捉えられた時代

“TANGUY” Telema / Fox France, 2001



症候群としての「ひきこもり」
「ディオゲネス症候群(Syndrome de Diogène)」

・ ・ 2008年頃にフランスに登場した「ディオ
ゲネス症候群」という概念

・ ・ ディオゲネス症候群とは、1975年に老
年科医のClark, ANとMankikar, GDらによ
って名付けられた現象

・ ・ Clark, ANとMankikar, GDらによると、デ
ィオゲネス症候群は、老年期の現象で、
孤独で不潔で非衛生的な生活をして、自
己の身体の状態に無頓着であり、自ら進
んで孤独な生活をして、外的援助を拒み、
無意味で奇妙な収集癖を持つとされる。

Nicolas-André Monsiau 
(1754-1837)
Alexandre et Diogène
1818 
Musée des beaux-arts de 
Rouen



症候群としての「ひきこもり」
「ディオゲネス症候群(Syndrome de Diogène)」

「自分のことは自分で決めているから放っておいて欲しい」

→本人の精神的なあり方の中に何らかの自律的な傾向を読み
取った

・ 究極の「自律」は即ち社会的孤立でもあるというパラドックス

Girolamo   Forabosco 
(1604-1679 )
Diogène buvant
Collection du cardinal Fesch



症候群としての「ひきこもり」
「バートルビー症候群(Syndrome Bartleby)」

・ アメリカの作家、ハーマン・メルヴィ
ル(1819-1891)の小説で、法律事

務所に雇われた青年バートルビー
が、全ての仕事の依頼を温和な口
調で断りながら、それでも事務所に
居座る物語

・ 「I would prefer not to（～せずにい

ればありがたいのですが）」という
特徴的な口調

・ Je préférerais ne pas.

「代書人バートルビー（バベルの図書館９）」
ハーマン・メルヴィル，酒本雅之（訳），
国書刊行会，1988



パリのフランス国立東洋言語文化研究所(Institut 
national des langues et civilisations orientales; 

INALCO)のシンポジウム(2013年）

Colloque "Jeunes en retrait ou hikikomori : expériences croisées France / Japon", 
Paris, INALCO et Université Paris Descartes, 20 et 21 mars 2013. 
http://hikikomori2013.sciencesconf.org/

『「ひきこもり」に
何見るか－グロ
ーバル化する世
界と孤立する個
人－』（2014、青
土社）

Hikikomori, 
ces adolescents 
en retrait. 
Armand 
Colin. 2014.

鈴木國文・古橋忠晃



パリのフランス国立東洋言語文化研究所(Institut 
national des langues et civilisations orientales; 

INALCO)のシンポジウム(2013年）

・ Fansten MはFigueiredo Cと共に、「ひきこもり」の本質的な特
徴として、社会的空間の「脱空間化« dé-spatialisation »」と自
室の「再空間化« re-spatialisation »」という性質と、さらに、「
現在」という時間の全体化、脱同期化« dé-synchronisation »
という性質を導き出した。この研究によって、「ひきこもり」の青
年がどのような空間や時間の体験をしているかが抉り出され
た。



パリのフランス国立東洋言語文化研究所(Institut 
national des langues et civilisations orientales; 

INALCO)のシンポジウム(2013年）

・ 日本の教育制度に精通しているGalan Cは梅津かずおの漫
画「洗礼」の詳細な分析と、日本で行われた大学生を対象とし
た調査を通して日本人の心性の中に「ひきこもり」のあり方が
どのように内在しているのか、さらには、日本の学校制度その
ものが「社会の外」に置かれているあり方について論じた。



パリのフランス国立東洋言語文化研究所(Institut 
national des langues et civilisations orientales; 

INALCO)のシンポジウム(2013年）

・ Guedj-Bourdiau M-Jは、パリ・サンタンヌ病院の「患者抜きで
の家族の相談所部門」で集められた具体的な「ひきこもり」の
ケースを詳細に検討し、1954年に既にGayral Lが「閉居
(claustration)」という用語で記述していたケースとの類似性を
指摘した。さらに、Guedj-Bourdiau M-Jは「彷徨(errance)」とい
う一見閉じこもりとは真逆の現象も「閉居」と表裏一体の関係
であるという仮説を立てている。



パリのフランス国立東洋言語文化研究所(Institut 
national des langues et civilisations orientales; 

INALCO)のシンポジウム(2013年）

・ 社会学者Ehrenberg A

個人主義社会について

Ehrenberg Aは、21世紀において、個人に対して社会が責任性
を内在させていると考えている。それは、個人の自律を実現さ
せている社会である。そこでの、究極的な自律が「ひきこもり」
であると考えることができる。



パリのフランス国立東洋言語文化研究所(Institut 
national des langues et civilisations orientales; 

INALCO)のシンポジウム(2013年）

・ Furuhashi T

「フランスの『青年のひきこもり』においては自律への個人的失
敗が社会的な苦痛へと変換されてしまう時代精神を生きる中
で個人が社会的繋がりを欠いてしまうことがその背景にあると
思われる」



日仏における学術論文の数
(日本語文献検索サイトとフランス語文献検索サイトCAIRNで、Hikikomoriが

それぞれキーワードになっている論文の数; 2001-2019)
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日本とフランスの「ひきこもり」青年

(Furuhashi, 2013)

・ フランスにおいて、日本と同様、社会参加が困難な状態にある
青年の出現が、様々な精神医療や社会福祉などと関わる現場
で見られた。

・ 精神医学的診断は、近年日仏で深刻になっているインターネ
ット依存や社交不安障害、うつ病、広汎性発達障害、薬物依
存だけではなく、特に診断が与えられない青年まで様々であっ
た。

Furuhashi. T. et al, État des lieux, points communs et différences entre des jeunes 
adultes retirants sociaux en France et au Japon (Hikikomori). L’évolution 
Psychiatrique, 2013, 78(2), p.249-266.



Furuhashi T, et al. État 
des lieux, points 
communs et différences 
entre des jeunes adultes 
retirants sociaux en 
France et au Japon 
(Hikikomori). 
L'évolution 
psychiatrique78(2):249-
266, 2013.

Furuhashi T, Vellut 
N. Si proches, si 
lointains : 
Hikikomori en 
France et au Japon. 
In: Hikikomori, ces 
adolescents en retrait. 
Armand Colin. P139-
156, 2014.

Furuhashi T, Vellut N. 
Expériences de 
consultation en ligne 
avec de jeunes 
Hikikomori. Revue 
Adolescence. 33,3, 559-
572, 2015.

Furuhashi T, M.-F. Bacqué; 
Les « Hikikomori » ou les « 
disparus-vivants » qui ne 
voulaient pas mourir. 
Études sur la mort 150 : 
113-124, 2017

Furuhashi T. L’expérience
de l’Université de Nagoya
au Japon. In:(eds.), Vellut,
N., Martin C, Figueiredo C,
Fansten M. Hikikomori,
une expérience de
confinement. Presses de
l’EHESP, Rennes, pp.176-
180, 2021.

Furuhashi T, Hikikomori 
en France et au Japon : 
maladie ou mode de vie ?. 
Le Courrier des 
Addictions, in press, 2022



2011年6月
ストラスブール大学客員教授
として、
その後、毎年、「ひきこもり」の
セミナーや講演、
大学病院精神科外来で
「ひきこもり」青年
の診察を
行うために滞在



フランスの大学生の健康上の諸問題

・ アルコール、薬物などの問題

約10万人の大学生のうち23.8％は過剰な飲酒をしていた。

・ フランスの大学生にとっては、家族の存在というものが、
諸々の依存から切り離すファクターとして機能していることが
わかった。

・ 大学生の33.8％は、過去または現在において大麻の使用経
験があった。15.2％の大学生は、規則的に（一ヶ月に一回以
上）、大麻を使用していた。

古橋忠晃, ステファニー・ヌヴィエール, ミシェル・パトリス, コリヌ・クララック. 日仏の大学生のメ
ンタルヘルスについて－フランスにおける青年の自殺問題とその対策などを通して－ , , こ
ころの科学 , 172 ; 2-7, 2013.

古橋忠晃, ステファニー・ヌヴィエール, ミシェル・パトリス, コリヌ・クララック.フランスの大学生の
健康上の諸問題とその対策について, CAMPUS HEALTH , 51 ; 133-138, 2014





フランスの臨床

Porte principale de Hôpitaux Universitaires de Strasbourg Conférence de Tadaaki Furuhashi

Psychiatrie et santé mentale, Hôpitaux Universitaires de Strasbourg Cabinet de consultation 



Thèse de M. Sébastian DENOIX « Psychodynamique du joueur vidéo 
excessif, le rôle de la relation d´objet cyber-narcissique »



ストラスブールで講演中の古橋

講演会のチラシ
（地元の精神科
医や社会福祉
士、臨床心理士
、行政の福祉担
当者、教育学者
などに案内され
る）



リヨンClaude Bernard大学Jean Loius Terra教授による「psymobile」についての発表
(２０１５年） 「治療を必要とするのに自ら受診しない患者についての研究」



Troubles du comportement（行動障害）, Repli(閉じこもり）, Trouble du voisinage（近所トラブル
）, Entassement（堆積）/Incurie（無関心）, Risque suicidaire(自殺リスク）が上位５項目



Repli(内閉）, entassement（堆積）/incurie（無関心）を考える素材として「ひきこもり」について
紹介





ナント大学医学部で講演
している古橋

フランス国内をTGVで移動中

司会のOlivier Bonnot教授
と古橋



フランスにおけるひきこもりの市民講座の質疑応答

フロアのフランスのある「ひきこもり」の家族の発言

「今日はここから200ｋｍほど離れたところからやってきました。
私の甥が2,3年このような状態なのです。今日ここに来ることも
本人に話しています。母親や義理の妹などあらゆる方向から本
人になにが起きているのかを把握しようとしてきました。病気
(maladie)があるのかどうかを私なりに考えてみましたが、私は
両親や諸々の制度の責任の問題があると思います。学校に行
っていたときはちょっとした問題があったようです。最初のころ
は何が起きているのかもわかりませんでした。彼には新しいこ
とをする能力がないようです。私は彼の部屋に一度入ったこと
があります。その時彼は、２，３回外で暮らしてみて、そのあと
家にもどってきた、と言っていました。確かに年齢の若いひきこ
もりの原因は家族にあると思いますが、年齢が上になってから
のひきこもりの原因は別ではないでしょうか。会社側とか。それ
が事例の隠された部分ではないでしょうか。」



フランスにおけるひきこもりの市民講座の質疑応答

TFの回答

「まずお話しておきたいのは、ひきこもりは『病気(maladie)』なの
かかといのは問いであるということです。『病気』ではないかもし
れないのに、２年も３年も閉じこもってしまうところが重要なので
す。あなたの甥御さんはひきこもりかもしれませんが、ひきこも
りが、ああ言った、こう言ったというだけでは不十分でしょう。ひ
きこもりについて、何かの図式を用いてこうだと一般化してみて
も、それでも何か特異的な(singulier)ものが残るのです。それは
、統合失調症にも還元できなければ依存にも還元できなければ
『病気』にも還元できないわけです。」



フランスにおけるひきこもりの市民講座の質疑応答

フロアのフランスのある元ひきこもり女性の発言

「私はあなたのいう元ひきこもり(ex-Hikikomori)で、25歳の時か
ら4年ほどかつてひきこもっていました。日本では知識階級のひ
きこもりが多いように思いますし、医療との距離が近いように思
いました。ここにはあなたの言うひきこもりのパラドックスがあり
ますね。私はひきこもっている間、マンガなどを読んで過ごし、
外に出ようともしましたが、うまくいきませんでした。あるとき、外
に出て誰かと話をして、ネット上でも誰かと出会ったり、ゲーム
のフォーラムに参加したりもしました。そのフォーラムには日本
人も多くいました。私はかつては朝7時に起きてゲームにすぐに
向かい合っているという人でした。その後、試験に通って、今で
は、教師をしています。しかし、それでも真の意味で解決したわ
けでもありません。私はもうゲームはしませんが、でもいつもま
たひきこもりの状態になる危険性があるのです。」



フランスにおけるひきこもりの市民講座の質疑応答

TFの回答

「あなたのおっしゃるとおり、日本ではひきこもりと医療の距離
が近いと思います。私の意見では、重要なのは、ひきこもりとい
う現象について誰が責任を持つのかということです。日本では、
ひきこもっている個人やその家族ではなく、ひきこもりを生み出
している社会が責任を負うべきであるという考えがあると思いま
す。ですから医療が社会のかわりに治療を引き受けなければな
らないという考え方になるのです。」



フランスにおけるひきこもりの市民講座の質疑応答

フロアのフランスのあるひきこもり男性の母親の発言

「私にはひきこもりの息子がいます。今日は車でひきこもりの講
演会があるときいて、車で、300ｋｍほど離れた町からやってき
ました。すぐにでも息子のことについて相談にのって欲しいので
す。息子は7年程前からひきこもっていますが、大麻を沢山使っ
ているのです。」



フランスにおけるひきこもりの市民講座の質疑応答

TFの回答

「よく考える必要があります。精神科に連れて行こうとか、大麻
の問題を考えたりとか、それらは別のことです。」



フランスにおけるひきこもりの市民講座の質疑応答

フロアのフランスのあるひきこもり男性の父親の発言

「私の息子は3年ほどひきこもっています。両親がいなくても子
どもは、ひきこもりになりうるのかということを私は質問したいで
す。」



フランスにおけるひきこもりの市民講座の質疑応答

TFの回答

「私は両親がいなくてもひきこもりになりうるかどうかわかりませ
ん。それは、問いでしょう。しかし、重要な問いです。答えよりも
問いのほうが重要だと思います。ひきこもりにとって、親からの
ストレスも多く、特に日本では両親は子どもに多くのことを期待
しています。両親によって、よい大学に入ることを期待されてし
まいますし、ひとたび大学にはいるとよい就職を期待されてしま
います。そこには多くのストレスがあります。しかし、それは理由
の全てではありません。他のひきこもりの理由もあるのです。重
要なのは、『ひきこもり』は我われの社会について我われに考え
させてくれるということでしょう。どうしたらいいのかとかどのよう
にこの状態を脱出するのかとか答えを出すのは難しいのです
が、反対に彼らの存在が我われの社会にあなたのような問い
を投げかけているということだと思います。」



フランスにおけるひきこもりの市民講座の質疑応答

フロアのフランスのあるひきこもり男性の母親の発言

「私の息子は5年ほどひきこもっています。私が質問したいのは
、社会的な資源はどうなのでしょうか？日本ではどうなっている
かわかりませんが、あなたがフランスで会っているひきこもりは
どのように生きているのでしょうか？生活の糧はどのようになっ
ているのでしょうか？病気を抱えている人として、成人障害手当
（Allocation aux Adultes Handicapés;AAH）を得ているのでしょう
か？事務的に手続きのための書類を提出しないといけないと
思いますが。私はそれを知りたいです。」



フランスにおけるひきこもりの市民講座の質疑応答

TFの回答

「それは日本では社会的問題で、両親の死後、多くのひきこもり
はどうなるのか、という問われているのです。彼らは、両親の死
後生きることができなくなります。ですから、日本にも、成人障
害手当と同じものがあって、さしあたりはそれを申請してはどう
かという考えもあります。しかし、ひきこもりは公的な書類という
ものが好きではないし、成人障害手当（Allocation aux Adultes
Handicapés;AAH）を得るために役所に行くことも好まないので
す。ここにもパラドックスがあります。つまり、役所に行って成人
障害手当を得ることが必要だと周囲の人が思っていても、本人
が役所に行くことを好まないというわけです。日本では、生きて
いくためのお金や資源をどのように与えたらよいのかという議
論がなされています。ここ（フランス）でも、今後、おそらくそうい
う議論がでてくるでしょう」



フランスにおけるひきこもりの市民講座の質疑応答

フロアのフランスのあるひきこもり男性の母親の発言

「私の息子は3年ほどひきこもっています。あなたはひきこもりの
状態を抜け出した人を診たことがあると思いますが、そのひきこ
もりはどのようにその状態を抜け出したのですか？」



フランスにおけるひきこもりの市民講座の質疑応答

TFの回答

「これはとても重要なご質問です。まず、ひきこもりは空間的な
問題ではありません。ひきこもりの中には外出できる人もいま
す。24時間営業している日本のコンビニというのがあるのをご
存じでしょうか？多くのひきこもりはコンビニに行って何でも買う
ことができます。つまり、ひきこもりは社会的な問題で、社会関
係を持ちたくない人なのです。ですから、ひきこもりは空間的に
は外出できるのです。そして、外に出て、誰かに出会って、その
人に社会関係を持つことを促されることがありうるのです。その
後、改善する可能性があります。だから、私は常に、彼の外出
する能力や可能性を活用しています。日本で治療しているひき
こもりの中には、外国に旅行したりする人もいます。計画が診
察の中で語られた時には、常に彼に同意しています。というの
も、ひきこもりは空間的な問題ではないからです。もし、その人
に空間的な問題があるならば、その人は社交不安障害と診断



フランスにおけるひきこもりの市民講座の質疑応答

TFの回答

できるでしょう。社交不安障害はここフランスにも存在します。社
交不安障害の人には、外出することの恐怖があります。ここフ
ランスでは社交不安障害とひきこもりが、少し、いや、とても混
ざってしまっています。ひきこもりは外出できる人もいるのです」



フランスにおけるひきこもりの市民講座の質疑応答

フロアのフランスのあるひきこもり男性の母親の発言

「私の息子はあなたの言うひきこもりです。ひきこもりは社会か
ら遠ざかっているということですが、それでは、あなたの治療の
中で、どのように本人を社会的な次元で動かすのでしょうか？」



フランスにおけるひきこもりの市民講座の質疑応答

TFの回答

「とてもよい質問です。彼をめぐって社会的にも個人的にも複数
の療法を行う必要があります。まずはじめないといけないのは
、家族療法です。ひきこもりは、基本的に、診察に来たくないけ
ど、両親は診察に来たがります。そして、3年か4年ほど私は家
族の治療をします。その後彼が精神病ではなければ、つまり、
妄想や幻覚があるわけではないですから、私の診察に来ます。
これまでに私が治療してきた370人のひきこもりのうち私の診察
に来なかったのは1人しか知りません。まずは、家族療法から
始めないといけません。その後、個人的に本人が診察にやって
くると個人療法が始まります。それが何年も続くのです。それか
ら、集団療法を三番目に始めます。集団療法とは、15人ほどの
ひきこもりがあるグループにやってきて、相互に彼らの趣味に
ついて語り合うことをします。趣味とはゲームは多いのですが。
自分の趣味について語り合います。というのも、彼らは自分の



フランスにおけるひきこもりの市民講座の質疑応答

TFの回答

していることについてとても傷ついているのですから。例えば、
両親はひきこもりの息子がしているゲームを好んでいません。
ですから、グループ内で相互にリスペクトし合うことが必要です
。それが第三の集団療法です。もし、始めから集団療法を始め
ようとしても、彼らは参加しようとしません。ですから、個人療法
、家族療法、そして、集団療法と進めていくことが必要です。順
番が重要です。ですから、ひきこもりの治療は社会的であること
と個人的であることが混ざっているのです。あなたの質問はと
ても重要だと思います。」



フランスにおけるひきこもりの市民講座の質疑応答

国民教育省で勤務する女性の発言

「私は、国民教育省で働いています。ひきこもりの人生の中であ
る時に何か特徴的な出来事のようなものが認められましたか？
私は国民教育省で仕事をする中で、学校ハラスメントの状況と
の関連では何に注目すればよいのでしょうか？」



フランスにおけるひきこもりの市民講座の質疑応答

TFの回答

「とても重要なご質問です。私の臨床経験では、きっかけや理
由はしばしばとても小さなものであることが多いです。しかし、
両親は私の診察の中でいつも『どうして私の息子はひきこもっ
てしまったのでしょうか？』と尋ねてくるのです。両親は常に原
因を探しています。しかし、私のようにひきこもりの専門家として
は原因を見いだしてそれを両親に伝えることはとても難しいの
です。しかし、社会復帰できない原因については伝えることがで
きます。例えば、ゲームを過剰にしていることなどです。つまり、
なぜひきこもってしまったのかではなく、なぜ彼は社会復帰でき
ないのかという原因を考えることが必要なのです。でも、日本で
は親はさらには治療者もなぜ彼はひきこもりになっているのか
ということを考えがちです。というのも、学校ハラスメントがあっ
た人全てがひきこもるわけではありませんから。社会復帰でき
ない原因については、過剰なゲームもそうですし、他にもいくつ



フランスにおけるひきこもりの市民講座の質疑応答

TFの回答

かの原因があります。さらに、メディアも常に原因を探している
と言えるでしょう。でもひきこもった原因を探すことは難しいこと
なのです。」



2017年以降のストラスブールでの古橋

・ 古橋は、ストラスーブール医学部精神科セクター医療の臨床
観察医としての資格を得て、2017年からは半年に一度それぞ
れ一か月半の間、閉じこもりなどの理由で病院に来院が困難
な患者の訪問診療を行っている。

・ 平日午前8時から正午、午後2時から午後7時まで

⇒ 午前中4名 午後中5名

ストラスブール大学訪問医療の専用車 管轄エリア/セクターA9

Secteur
G9
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